
綜合科目

綜合学1（総論）・2（展開）・3（各論）
General Studies 1 (General Overview) ･ 2
(Development) ･ 3 (Detailed Discussion)

担当：大久保美紀（綜合学1）・小林茂（綜合学2）・松井茂（綜合学3）・立石祥子（非常勤）・管
実花・ホアン・マヌエル・カストロ・平井靖史（非常勤）・金山智子・赤松正行・原島大輔（非常
勤）・前林明次

単位：各2単位 履修対象：1年 教室：ホールA（C404）

学期：前期（6月・7月）、
後期（10・11・12・1月） 実施方法：対面

科目のねらい・特色

綜合学1では、芸術論・テクノロジー・メディアという三つの観点から見た見取り図を提示する。メディア

アートが芸術とテクノロジーの交差点にあるとすれば、テクノロジーは芸術表現のための道具や手段

ではない。テクノロジーを芸術の 〈メディウム〉として思考するための異なる視点を学ぶことによって、

現在メディアアートが置かれているある種の閉塞的状況や問題点を乗り越えるための豊かな解釈が

可能となるだろう。テクノロジーはますます先端化し、あたかも自律的で決定論的な「ブラックボックス」

として扱われる。こうした袋小路を乗り越え、人工知能などと対峙する未来のメディア表現を探究する

ためには、むしろ、芸術表現の始原を理解し、技術やメディアとの関係を人類史的スパンで俯瞰する

視野こそ必要である。綜合学1では、こうした理由から、芸術論・テクノロジー・メディアという三つの観

点から見た見取り図を提示する。綜合学2では、綜合学1で提示した見取り図を基に展開します。綜合

学3は、ここまでの授業を踏まえ、総合的な視点から専門的な議論を深める研究に接続することを試

みます。

到達目標

2年次の作品制作、論文執筆の準備として、芸術論・テクノロジー・メディアに関する先行研究の中に

おける自身の研究のコンテクストを明らかにすることが目標です。基本的には1年次の履修を想定し

ています。

講義形態

講義、ディスカッション、レポート等

https://researchmap.jp/7000020444
https://researchmap.jp/hiraiyasushi/
https://digital-narcis.org/Daisuke-HARASHIMA/


講義計画・項目

綜合学1

● 第1回（6/3大久保）芸術の起源

● 第2回（6/10大久保）芸術作品

● 第3回（6/17小林茂）テクノロジーをめぐる短い歴史と立場

● 第4回（6/24小林茂）〈コンピューティング・パラダイム〉

● 第5回（7/1小林茂）〈サイバネティック・パラダイム〉

● 第6回（7/8大久保）メディア論・メディアアートの起源

● 第7回（7/22立石）メディア論の諸相

● 第8回（7/29全教員）発表と議論

綜合学2

● 第1回（9/20管・大久保）身体とアート

● 第2回（9/27 カストロ）生命とアート

● 第3回（9/30松井）メディア・イヴェント論

● 第4回（10/7小林茂）人工知能

● 第5回（10/21平井）生命と時間

● 第6回（11/18金山）メディアとケア

● 第7回（11/25管・松井）分析理論としてのジェンダー論

● 第8回（11/29全教員）発表と議論

綜合学3

● 第1回（12/2赤松）オルタナティブ・メディア技術論

● 第2回（12/9原島）ネオ・サイバネティクスと技術多様性

● 第3回（12/16前林）文化人類学とアート

● 第4回（1/17大久保）エコロジーとアート

● 第5回（1/20小林茂）アクティビズム

● 第6回（1/24大久保）〈個〉と〈公〉とアート

● 第7回（1/31松井）中継から配信へ

● 第8回（2/7全教員）発表と議論

評価方法

種別 割合 備考

課題 30% レポート、発表等

日常点 70% 授業への参加度


